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• 日本の地域ITSは、技術先行型から利用者

ニーズ主導型へ
• サービス利用者の認知・評価に関する知見を

得ることが重要

地域ITSに対する市民評価

安藤良輔

背 景
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豊田市における市民意識調査

• 17の地域ITS施策について、認知度と利用

率の観点からサービスを評価

• 経年変化からみた施策改善の方向性、見

直しの必要性を考察

目的と手法
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調査概要

１１９９/５０００票 （回収率２４.０％）

※ 母集団：３３２,７８９人 信頼度：９５％ 精度：３％
配布/回収

ランダム抽出による郵送配布・回収調査方法

豊田市居住の１５～７５歳の市民調査対象

２００８年１０月調査時期
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評価対象サービス評価対象サービス

① みちナビとよた
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評価対象サービス評価対象サービス

② 市内ルート情報
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評価対象サービス評価対象サービス

③ 駐車場情報
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評価対象サービス評価対象サービス

④ バス・電車情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑤ バス位置情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑥ バリアフリールート情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑦ 事故多発交差点情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑧ ひまわり交通情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑨ 市内公共交通情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑩ 玄関口バス
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評価対象サービス評価対象サービス

⑪ 経路別所要時間情報板



2011/4/20 第3回豊田まちべん 15

評価対象サービス評価対象サービス

⑫ 中心部駐車場情報
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評価対象サービス評価対象サービス

⑬ ＤＳＲＣ駐車システム
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評価対象サービス評価対象サービス

⑭ ＩＴＳ情報センター
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評価対象サービス評価対象サービス

⑮ 「バス位置情報」携帯電話
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評価対象サービス評価対象サービス

⑯ 電話オペレーターサービス
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評価対象サービス評価対象サービス

⑰ 「みちナビとよた」携帯電話
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「「ITSITS」の認知状況」の認知状況

「ＩＴＳ」という言葉の認知状況

•「以前からよく知っていた」「だいたい知っていた」で約２２％

• ２０歳代以下より３０歳代以上の市民の認知率が高い

• 若年層の認知率が低下し、高齢層の認知率が向上
（２００５年の類似調査との比較による）
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以前からよく知っていた だいたい知っていた

テレビや新聞で見た程度 全然知らなかった
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認知･利用状況による施策の分類認知･利用状況による施策の分類
• サービスごとに「利用する」「知っているが利用しない」「知らない」の３段階で認

知状況を回答
認知度認知度 ： 「利用する」「知っているが利用しない」の合計割合
利用率利用率 ： 「利用する」の割合⇒
補正利用率補正利用率 ： 利用率／認知度で定義
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⑥バリアフリールート情報

⑦事故多発交差点情報

⑧ひまわり交通情報

⑨市内公共交通情報

⑩玄関口バス

⑪経路別所要時間情報板

⑫中心部駐車場情報

⑬ＤＳＲＣ駐車システム

⑭ＩＴＳ情報センター

⑮「バス位置情報」携帯電話

⑯電話オペレーターサービス

⑰「みちナビとよた」携帯電話
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認知・利用状況によるサービスのグループ分け



2011/4/20 第3回豊田まちべん 24

認知・利用状況によるサービスのグループ分け

• GroupⅠ：認知度：高 補正利用率：高

③⑫：駐車場情報に関するサービス

⇒ 自動車依存度の高い地域性が反映

• GroupⅢ：認知度：低 補正利用率：高

④⑦⑧：市民全体への認知度向上が必要

⇒ 公共交通利用促進･事故削減･円滑化対策へ

• GroupⅣ：認知度：低 補正利用率：低

②⑤：ユーザに機器の用意（ネット環境・車載器など）が必要とされ
るサービス

⇒ 本来の利用目的におけるニーズが存在しない限り利用されな
い傾向

⑤⑨：バス情報に関するサービス

⇒ バスサービスそのものの魅力向上が不可
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認知･利用状況の経年変化認知･利用状況の経年変化

45.821.915.0補正利用率

74.822.913.1補正利用率

-18.761.375.5補正利用率
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8.531.028.6補正利用率

-4.945.948.3補正利用率

-22.242.855.0補正利用率

-42.727.948.7補正利用率

-21.515.820.1認知度⑭ ＩＴＳ情報センター

4.811.611.1認知度⑬ ＤＳＲＣ駐車システム

-29.460.585.8認知度⑫ 中心部駐車場情報

-64.324.568.7認知度⑪ 経路別所要時間情報板

110.822.410.6認知度⑩ 玄関口バス

23.320.416.5認知度⑨ 市内公共交通情報

35.525.719.0認知度④ バス・電車情報

253.642.612.0認知度③ 駐車場情報

29.219.615.2認知度② 市内ルート情報

増減率 [％]２００８年 [％]２００５年 [％]
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-64.324.568.7認知度⑪ 経路別所要時間情報板

110.822.410.6認知度⑩ 玄関口バス
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35.525.719.0認知度④ バス・電車情報
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増減率 [％]２００８年 [％]２００５年 [％]
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サービス別の認知･利用状況変化
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改善への提案

①認知度を高めると同時に定期的にサービス内容の見直しを図る。

②履歴情報やリアルタイム情報を含めた情報を携帯電話などの多

メディアによる提供を早急に検討すべきである。ここままでは
サービスを中止してもよい。

③予約等の機能強化や満空情報の精度の向上を目指すべきだが

現行サービスを維持するのが大前提。

④公共交通サービス水準そのものを高めると同時に認知度を高め

る方策も必要不可欠。

⑤ ITSを活用した公共交通サービス水準そのものの向上策を構築

と同時に普及啓発活動を強化する必要がある。

⑥より普遍性の高いユニバーサルな情報に変更することも考慮に

入れる必要がある。
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⑦交通事故死者数ゼロとするためにも市民・利用者に知っていただ
く必要がある。積極的なPRを。

⑧ピーク時渋滞を緩和するための認知度向上が必要。

⑨サービス提供の箇所数を増やしていけば、より一層認知され利

用されると思われる。

⑩玄関口バスそのものよりもオンデマンド機能を提供するバス停を

増やしていけば、より一層認知され利用される。

⑪カーナビや携帯電話による経路案内の普及を考えれば現有路線

を維持するとしても増やさなくてもよい。

⑫当面改善しつつこのままのサービスを提供すべき。ただし、カー

ナビや携帯電話による駐車場案内の普及を見込んで、中長期的
には抜本的な見直す方策を検討する。

改善への提案
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⑬ETCの普及状況を考慮して、認知を高めれば、利用の増加も十

分見込める。ただし、高速道路利用の経験から駐車料金におけ
る独自な割引制度の導入も検討すべきであろう。

⑭認知度を高めるための話題性のあるイベントや利用をさらに増や

すための立地の見直しが必要。

⑮⑤や⑨への機能強化に繋がるもので⑤と⑨と合わせた認知向上

策を検討すべき。

⑯インターネット利用できない市民や利用者に大変便利なサービス
であるため、積極的にPRして①～⑧によるサービスの空白を解

消すべき。

⑰携帯電話に慣れている利用者に大変便利なサービスであるため、
積極的にPRして①～⑧によるサービスの空白を解消すべき。

改善への提案
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終

ご清聴どうもありがとうございました。


